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れる．先行研究では，ケインズ流の貯蓄関数を前提とする Matsuyama (1999) から
離れた場合，人口成長と内生的技術革新の双方が存在するモデルでの成長循環の問
題は広く取り扱われてきた．それに対し，ケインズ流消費関数を前提とし，循環，
人口成長，資本蓄積の三つの要素を同時に取り扱うというテーマは，すでに，他の
最先端研究者によってチャレンジされ，断念されてきたものと承知している．これ
を受け，問題の難しさの根源を明らかにし，解決策を与えた第二章の意義は非常に
大きい．さらに，そこで構築された基礎モデルをもとに，外部性の導入（第三章）
や技術革新の範囲の拡張（第四章）を通じて，既存研究では残されてきた実証的事
実の説明に成功したことも大きな貢献と判断される． 
 
このように，本論文は内容的には極めて高いレベルにあると判断されるものの，
英語を母国語としない著者による英語論文という性格上，各章の問題意識の説明や
論理の展開において，若干，粗い部分も散見される．丁寧な英文校正を重ねている
ことは論文からもうかがえるが，さらなる校正を必要とすることも明らかである． 
英語校正は，何度，行っても，ミスが残るという一般的経験からみても，これら
の課題は、今後，金原氏の一層の努力によって解決すべきものと判断される． 
 
  博士論文には再度詳細な英文校正が必要との審査委員会の判断にもとづき英文校
正を行った論文を再度，審査委員会として審査した結果，本論文は、博士（経済
学）の学位論文として価値あるものと認める。なお、平成２９年７月６日に論文内
容とそれに関連した試問を行い，平成２９年１２月５日に提出された英文校正後原
稿を点検した結果，合格と認めた。 
 
 
 
  
